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７月２３日（日）に入館者数５０万人達成しました！！
当日は５０万人達成セレモニーを行い、記念すべき５０万人目の利用者

様にはモバりんグッズをプレゼントし、記念撮影を行いました。

さらに、当日以降来館された方々にもオリジナルクリアファイル（上記の

図案）をプレゼントいたしました。入館者５０万人を達成できたのは皆様の

おかげです。

これからもよろしくお願いいたします。



『映画会』※ 第3土曜日

日時：8月19日（土）

午後２時～２時３０分

対象：３歳児以上

内容：ミッキーのハワイりょこう 他

『赤ちゃんといっしょのおはなし会』 ※ 第3火曜日

日時：８月１５日(火)
１部：午前１０時３０分～１１時、2部：午前11時３０分～１２時
対象：０～２歳児及び保護者 （定員）親子 各10組
内容：手あそびうた、わらべうた、赤ちゃんえほんのよみきかせ♪

茂原市立図書館

定例行事のご案内

『ショート託児サービス』※第１・２・４火曜日

日時：8月1日(火)、8日(火)、22日(火)

午前１０時～午後２時(受付は１時３０分まで)

対象：図書館カードをお持ちの方のお子様で、生後６ヶ月～未就学児

内容：小さいお子様のいる保護者に、ゆっくり本選びと読書を

楽しんでもらうサービスです。保育士がお子様をお預かりします。

株式会社 図書館流通センターhttps://ilisod001.apsel.jp/mobara/sp

『おはなし会』※ 第１・２・４土曜日

日時：8月5日（土）、12日（土）、26日

（土）

午後２時～２時３０分

対象：３歳児以上

内容：絵本の読み聞かせ、紙芝居など

日 時 ９月３日（日）午後２時～午後３時３０分

場 所 茂原市立図書館 研修室

えのもと あき

講 師 榎本 秋 氏（ライトノベル評論家）

参加費 無料

定 員 ４０名

申込み ８月１日（火）カウンターまたは電話にて

０４７５（２３）６１５１

内 容 「ライトノベル」が誕生してからの歴史

や人気作品の紹介をします。

是非、お申し込みください。



図書館を使った調べる学習コンクールは、図書館振興財団

が１９９７年に始めたもので、茂原市での地域コンクールは今年

で３回目です。調べる学習に役立つ本、昨年の茂原市コンクー

ル入賞作品を並べています。

～編集後記～

２０１６年８月に新しい祝日「山の日」が増えました。「海の日」同様、自然

に親しむという目的で制定されています。暑い日が続いていますが、 緑

を楽しむという事で近くの山に足を延ばしてみるのもいいのではないで

しょうか。（く）



虹色のチョーク 働く幸せを実現した町工場の奇跡

社員の7割が知的障がい者のチョーク工場「日本理化学工業」が業界トップ

シェアを成し遂げ、“日本でいちばん大切にしたい会社”と呼ばれる理由とは。

家族の宿命と経営者の苦悩、同僚の戸惑いと喜びを描いたノンフィクション。

589 小松成美//著 幻冬舎

単位がわかるグラムのえほん

イメージしづらい「単位」を視覚化した写真絵本。1グラムからはじまり、前の

ページの10倍の重さのものを紹介。身近なものから宇宙まで、どんなものにで

もある<重さ>をイメージできるようになる。

Ｅ ほるぷ出版
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狼と香辛料ⅩⅨ Spring Log Ⅱ

賢狼ホロと元行商人ロレンスが営む湯屋「狼と香辛料亭」。幸せと笑いがわき

出ると言われる湯屋を舞台に描かれる、旅の続きの物語、第2弾

Bハセクラ 支倉凍砂//著 文倉十//イラスト

株式会社KADOKAWA アスキー・メディアワークス 電撃文庫

地球を旅する生き物たち ツバメからクジラ、トナカイまで

ツバメ、ハクチョウ、サケ、クジラ、ゾウ。旅をする生き物たちは、いったいどこ

を通ってどこに行くのか。生き物たちが見せる驚きの旅を、いろいろな種類を

とりあげて紹介する。

Ｋ４８１ 樋口広芳//監修 PHP研究所

日本の時代をつくった本 幕末から現代までの社会と文学をビジュアルで読み解く

幕末から現代まで、150年のあいだに刊行された書籍や雑誌を、カラーの書影

や著者の解説とともに紹介し、それらが社会に与えた影響と社会がそれらに与

えた影響を考察。日本の出版社や出版人も取り上げる。

020 永江 朗//監修 WAVE出版

星の子

林ちひろは中学３年生。出生直後から病弱だった娘を救いたい一心で、ちひ

ろの両親は「あやしい宗教」にのめり込んでいき、その信仰は少しずつ家族の

かたちを歪めていく。

イマムラ 今村夏子//著 朝日新聞出版


